
IBM iソフトウェア資産の見える化のご紹介（X-Analysys） 

モダナイゼーションで IBM i ソフトウェア資産活用や継承および再構築など考えるに当た

り、資産アプリケーション（COBOL、RPGなど）のドキュメントなど管理されてますか？ 

今回は X-Analysisをご紹介します。弊社 ISCにもデモ環境をご用意しました。 

背景・課題 

IBMｉ 環境でアプリケーションなどを長年にわたり開発を行っていると、どうしてもドキ

ュメント不備やソースファイルとターゲットオブジェクトなどの不整合などが発生したり、

また、当時の開発担当者が定年や転職などにより、詳細が不明になることがありますよね。 

上記のような場合にドキュメント整理やアプリケーションの整合性確認などの見える化ツ

ールとして活用してはいかがでしょうか？ 

製品概要 

『X-Analysis』は製品として大きく２つのモジュール群に分かれます。 

一つは IBM ｉ にインストールするものでその役割はアプリケーションリソースを解析し、リ

ポジトリを作成することです。リポジトリは DB2 for i に数百のテーブルとして格納されます。 

もう一つはWindows PCにインストールするもので、役割はリポジトリに格納された解析結果

をビジュアルに可視化することや、横断的に必要な情報を分析、抽出する機能です。 

可視化や分析の機能は大きく四つのグループに分けることができます。 

 



●X-Analysisの機能一覧（X-Analysis Advisor） 

 
 

 



●『X-Analysis』の主な特徴 

 
 
●『X-Analysis』の導入メリット 

X-Analysisは非常に広範囲の対象について解析できる可視化・解析ツールです 

・ソースとオブジェクトの双方を解析できることにより以下のことがが可能になります 

…ソースとオブジェクトの関連性が明確になるためオブジェクトの情報から元のソースの分析

につなげられるため、より深い分析が可能になります 

…ソースを紛失してしまったユーザー，開発元がソースを開示していないユーザー，Query な

どのソースが元々存在しないオブジェクトなど，オブジェクトのみの解析が可能  

・従来の開発言語から最新の言語まで幅広いソースの解析が可能です。 

…RPGⅡ，RPGⅢ，ILERPG，FreeFormatRPG，COBOL，ＣＬ，CLP，DDS，SQL 他 

この広範囲な解析対象について，次ページ以降でご説明する機能によりさまざまなメリットをご

提供いたします 

 
  



導入効果事例 

●事例１：株式会社ビット・エイ様 

 
 

●事例２：Davies Turner社（輸送サービス業） 

 
 
  



●事例３：（某製造業様） 

 
●事例４：（某サービス業様） 

 
 
  



●稼働環境 

稼働環境（サーバ）のご準備をお願いいたします。 

必要スペック、ならびに必要なソフトウェアを以下に記しますので、ご確認ください。 
 

 
  



お客様の声 

導入事例を見て、事例１はアプリケーション資産の棚卸的な活用方法で、事例２はモダナ

イゼーションでインターフェース画面の改修活用方法、事例３は古い RPGⅡも可視化する活

用方法、事例４は汎用機から Powerへのダウンサイジングで COBOL言語の可視化する活用

方法でそれぞれの異なる用途にも対応できるところが良いです。 

古い RPGⅡ解析やソースが無くても、オブジェクトからでも解析ができるので他のツールと

比べてもよい特徴と思います。 

また、影響調査レベルについては、多段階で解析できるので変数やパラメータなどの影響

分析ができることもうれしい機能です。 
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